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点
Ｌ
ｔ
た
コ
ー
ザ
ー
な
り
．
理
■
卜
■
ヽ

は
ス
の
よ
う
な
コ
１
４
と
す
る
こ
と
を

決
め
て
お
り
ま
す
．

´
午

コ
ー
ス
の
、
・千
７
期
制
■
、
一■

週
火
暉
日

一
回

の
夜
学
Ｌ
な

，■
Ｌ
い

ま
す
‘
一
学
期
は
伝
達
論
、
個
人
伝
道
等
の

や
り
方
な
ど
を
Ｌ
体
的
に
学
び
、
実
践

し
、
三
学
期
は
地
域
集
会
の
リ
ー
ダ
ー

ー́
ｒ
■
、

■
た
枚
会
協
力
者
七
！
モ

教

会
成
長
を
■
■
■
る
教
会
本
仕
”
充
実

を
計
４
■
た
，
＝
指
―
て́
い
ま
す
．
三

学
期
は
伝
道
者
、
牧
会
出
力
者
Ｌ
し
て

の
資
Ｌ
、
人
間
関
係
の
基
本
的
在
り
方

■
ｔ
学
び
ま
十
■

ｌｌｌ
当
講
師
は
　
学
川

は
安
里
嗣
昌
、
一
一学
期
練
＝
古
守
、
三

十
川
は
斉
峠
清
ス
カ
三
師
と
い
う
事
に

な
「
て
お
――
―
■
．

今
年
は
本
■
復
帰
二
●
同
年
で
、
一日

里
城
も
復
ｔ
し
、
沖
縄
は
全
国
的
な
注

目
を
■
め
て
い
ま
す
．
来
年
は

「
琉
球

の
風
」
等
■
さ
ら
に
全
目
的
な
た
日
の

的
Ｌ
な
る
こ
Ｌ
■
し
ょ
う
。
沖
縄
の
枚

会
に
と
，
て
も
り
■
イ

′ヾ
ル
を
析
る
福

■
力
戦
Ｌ
た
，
か
各
教
会
か

‐‥っ
た
●
さ

れ
、

一
致
会
か
ら

一
人
で
も
、
二
人
で

も
信
徒
伝
通
者

へ
の
献
身
若
か
ケ
え
ら

力
、
■
世
紀
に
向
け
各
個
教
会
が
大
ヽ

く
前
進
す
る
二
七
を
社
っ
て
い
ま
す
‘

信
徒
里
吉
学
校
”
＋
業
■
の
皆
さ

／１．

ま
た
、
停
年
を
迎
え
ら
れ
る
方
々
、
さ

ら
に
特
別
に
ｌｌｉ
“
尊
き
を
求
め
て
お
ら

力
る
方

、々

，
・う
´
．

１
“
新
―
・ｔ
ｌｌ‐

仕
伝
■
者
養
茂

コ
ー
ス
の
た
ち
狐
――

献
身
―
ス

今
よ
り
備
え
て
ヽ
さ

∵

あ
な
た
カ
ト
に
■
の
人

い
な
ら
祝
枯
■
・

導
―
か
あ
る
よ
う
行
―ｌ
ｉ
■

△
募
集
人
員
　
二
●
人

△
受
験
資
格
　
新
上
の
明
確
な
自
党

を
も
ち
、
受
洗
後

一
年
以

上
忠
実
な
教
会
生
活
を
送

っ
て

い
る
者

．

△
修
養
年
限
　
一
一年

（毎
週
火
曜
日

金
曜
」１
年
後
七
時
三
〇

～
九
時
）

△
願
書

〆
切
　
一二
月
七
日

△
入
学
試
験
　
二
月
八
日

一月
）

午
後
ｔ
時

△
科
日
　
”
書

，
一
般
常
識

・
画
接

▲
募
集
人
員

　
一
三
ム

Ａ
受
換
資
格
　
信
徒
伝
道
‘
と
し
て

献
身
す
る
音

▲
修
養
年
限
　

一
年

一毎
世
火
曜
＝

午
後
七
時
二
■
分
―
九
時
一

ム
提
出
書
類
　
入
学
願
ユ
ロ
一本
社
指

．

一た
の
も
の
一
、
召
命
〔
お

・

か
し
、
推
薦
状
、
写
真
、

▲
願
一‐」
″
サ
　
〓‥―
二
月
■
‐１，
日

▲
面
長
期
日
　
〓
百

三
二
＝

一月
一

■
●
七
‐―‐―

●
中
Ｌ
込
，″

・本
＝

・
■
成

■
―

′

―
一
も

一

沖
縄
市
宮
＝
　
―
三
―

電
話
た
●
し
―
人
ｔ
八
八

新
り‐１１１
一　
栄
市

第

・
１し
回
缶
徒
ヤ
書
学
校

´
神
学
性

力
ｔ
川
総
会
が
ょ
る
―
月

一
上
＝
に
沖

縄
行
倍
院
■
開
か
れ
た―

開
会
礼
打
後
．
議
ｌｉ
に
松
―――‐―
善
弘
牧

‐――ｌｉ
を
■
出
―
、́　
一
九
た

一
年
度
の
学
Ｌ

絆
肯
、
■
算
報
片
、
土
地
建
物
収
得
‐・三

日
す
る
会
計
報
告
が
承
認
―
れ
た
，

十
一

″
Ｈ
●
Ｉ
‐――
“
占
白
山
教
会

一北
＝

一
社

牧
師
一
ケ
ーーー
ー
・い
出
力
教
会
Ｌ
‐
一て
＝

↑
さ
れ
た
．

※
協
力
献
金

ヽ
特
別
献
令
は
左
記

へ
お

願

い
い
た
―
１́
■
■

・
沖
＝
■
■
■
書
十
瞳
　
‐「
鰊
山
Ｉ

琉
球
銀
行
椰
“
支
店

三
¨
ｔｒ
ｌ
三
六
六
人
八
し

・
沖
＝
■
占
神
学
校

　

‐
ｉ
‐
堅
宗
仲

１１‐
使
振
■
日
昨
番
口ヶ

■
地
“
金

一
七
ｒ
ｔ
●
―

，社
■
●

※
Ｌ
地
４
物
収
得
●
た
め
”
献
■
は
．

現
在
―――
―
ム
ソー，
な
円
さ
■
け
ら
れ
て

い
る
‐

さ
ら
‐‐１
お
――‐
り
，
１

喘
力
を

お
囁

ｏ
い
た
し
ま
■
‐

、郵
使
振
ハ
一一

校
長

松

・
田
　
差
甲

弘

心
と
Ｈ
■
生
活
は
決
，
し
て
楽
な
も
の

で
な
く
■
か
れ
き
っ
て
い
た
の
で
、
新

し
い
―１１
の
出
現
を
期
待
し
て
い
た
力
■

あ
る
。　
し
か
も
国
の
経
済
的
摯
栄
を
も

た
ら
十
指
導
者
の
出
現
で
あ
っ
た
・

マ
タ
イ
は
、「
ュ
ダ
ヤ
人
の
Ｉ
Ｌ
し
て

お
生
れ
に
な
っ
た
か
た
は
、
●
●
一に
お

ら
れ
ま
す
か
」
と
記
録
し
て
い
る
．
＝

し
い
‐‥上
の
‐‐ｉｌｌ
現
は
期
待
と
同
‐――
に
不
●

が
あ
っ
た
。　
現
に
■
鶴
」
て
い
る
ヘ
ロ

テ
ー
〓
」
●
■
，
Ｉ
は
　
４
引
な
ら
な

い
札

‐ｉ

■
●
■
●
■

―ヽ
―́
，
し
、
民
■
も
同

，

〓
ふ
Ｉ
●
午
〓
“
■
て

い

●́
、　
一
マ
ク

沖
＝
ヵ
諄
に
ヽ

「
０
物
ぃ

い
Ｌ
■
■

―
Ｉ
Ｉ
，へ
一　
・
・
一
・「
の
」″
・”
・わ
．

名
行
主

■
わ
れ
る
■
は
■
に
Ｌ
■
の

●
■
●
■
え
、
民
衆
「
側
に
■

「
千
指

■
Ｉ
‐
・■一
′―‐
一・
，卜一，
４
．

■―
―

口
¨
（
力
肝
史

に
も
、
名
■
●

Ｌ
●
〓
＝
＝
７
一
域
ｔ
後

に，
し
て
民
衆

「
間
に
■
１１
．
ｍ
「

”
，「
か
ら
危
い

だ

か

ら
中

――
■

る
よ
ぅ

進

言

さ

れ

て
も

Ｌ
■

●
生
活
ｔ
，ＩＩ‐

，―，
な
イ
て
は
わ
た

Ｌ
は
彼
■
，
治
め
る
ｉ
ｌ
か
―――‐
ｒ
ｉ

」Ｉ

沖
縄
信
徒

・
神
学
校

鹿
児
島
四
―
三
二
六
七
六

と
答
え
た
と
云
う
話
し
も
あ
る
。

キ
リ
ス
ト
は
富
め
る
者
、
貧
し
い
者

の
中
に
同
じ
■
活
を
ヽ
一れ
る
。
涙
さ
れ

る
と
き
、
咽
が
乾
く
と
き
、
苦
し

い
と

き
、
嬉
し

い
と
き
、
人
と
し
て
の
す

べ

て
の
面
を
経
験
さ
れ
た
の
で
、
イ
ザ
ヤ

ニ
…
四
の
中
に

「神
は
も
ろ
も
ろ
の
国

の
あ

い
だ
に
審
き
を
行

い
、
多
く
の
民

の
た
め
に
仲
裁
に
立
た
れ
る
。

こ
う
し

て
彼
ら
は
そ
の
つ
る
ぎ
を
打
ち
か
え
て
、

す
き
と
し
、
そ
の
や
り
を
打
ち
か
え
て
、

か
ま
と
し
、
国
は
国
に
む
か
っ
て
、
つ

る
ぎ
を
あ
げ
ず
、
彼
ら
は
も
は
や
戦

い

の
こ
と
を
学
ば
な
い
」
．

一
方
、
神
の
子
の
誕
生
の
告
知
が
、

当
時
の
常
識
を
超
え
て
、
貧
し
い
名
も

知
ら
れ
な
い
羊
飼
達
に
あ

っ
た
事
は
不

思
議
な
出
来
事
で
あ
る
。
羊
飼
は
律
法

学
者
、
祭
司
等
の
エ
リ
ー
ト
か
ら
見
れ

ば
人
間
扱

い
さ
れ
ず
軽
蔑
さ
れ
て
い
た
。

彼
等
は
単
純
で
素
直
な
人
々
で
あ

っ
た
。

野
営
し
な
か
ら
羊
の
番
を
し
て
い
る
と

こ
ろ

へ
天
使
が
救

い
主
の
誕
生
を
知
ら

せ
た
の
で
あ
る
．
束
の
博
士
と
羊
飼
に

同
時
に
知
ら
さ
れ
た
事
は
、
救

い
は

一

部
の
人
々
に
の
み
該
当
す
る
も
の
で
は

な
く
す
べ
て
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
。　
と

い
う

こ
と
で
あ

っ
た
。

救

い
は
個
人
個
人
の
救

い
か
ら
始
ま

り
世
界
平
和

へ
と
発
展
し
、
人
類
す
べ

て
の
救

い
を
日
的
と
し
て
い
る
。
歴
史

を
支
配
さ
れ
る
神
が
、
そ
の
独
り
子
を

世
に
造
ら
れ
た
記
念
す
べ
き
日
、
そ
れ

が
ク
リ
ス
マ
々
で
す
。
共
に
お
祝

い
致

し
ま
し
ょ
う
し

沖 縄 信 徒 聖 書 学 校

沖 縄 聖 書 神 学 校

ク
リ
ス
マ
ス
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
救

い
十
あ

御
降
誕
を
心
か
ら
お
祝

い
中
し
上
げ
ま
す
。

時
が
経
過
す
る
の
は
早

い
も
の
で
す
。

或
る
時
代
は
、
時
は
馬
に
来

っ
て
来
る

と
云
わ
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
ジ
ェ
ッ

ト
機
に
乗

っ
て
来
る
よ
う
な
気
か
致
し

ま
す
。
三
年

一
音
の
感
が
致
し
ま
す
．

再
臨

の
主
が
、
人
類
の
罪
を
お
審
き

に
な
ら
れ
る
た
め
に
、
後
何
年
、
何
回

の
ク
リ
ス
マ
ス
を
お
迎
え
す
る
の
で
し

ょ
う
か
。
そ
れ
ま
で
、
熱
心
で
、
う
な

こ
と
な
く
、
霊
に
燃
え
、
■
に
仕
え
、

あ
ら
ゆ
る
患
難
に
耐
え
、
■
を
宣
教
し

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
．
今
は
悪

い
時
代
で

で
あ
る
。

四
福
音
書

の
記
者
は
イ

エ
ス
に
対
す

る
視
点
が
異
な

ぅ
て
い
る
．　
マ
タ
イ
は

・
イ
エ
ス
を
、
ユ
′
ヤ
の

「三
」
と
し
て

と
ら
え
、　
マ
ル
コ
は

「
僕
」
と
し
て
、

ん

力
は

一
人
間
」
・
と
し
て
、
そ
し
て
ョ

人
ネ
は

「
神

の
子
」
と
し
て
紹
介
し
て

い
る
。
確
か
に
当
時
の
ユ
タ
ヤ
国
に
お
い
て

の
大
き
な
関
心
事
は
、
戦
国
で
人
々
の

神
巌
蒙
尭
．

鱗
願
薔罐
罐
増
罐
礁
囃
一４
磯
一環
．穣
驚

沖
縄
信
樅
聖
書
‐‐学
‐校
　
・

第19固定期総会

′

午
前
りｔ，時

那
詢
市
真
嘉
比

一
九
八

電
話
人
人
間
ｉ
四

一
上

中
し
込
み

‐――
月
末

＝

二
月
人
＝

‐一■
颯
　
嗣
口
］
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公
開
講
座

「
し
か
し
、
イ
ス
ラ

ェ
ル
の
中
に
ｌｉ

‐―
せ
漱
言
ス
も
‐―‐
ま
し
た
　
同
じ
―
，

に
、
あ
な
た
な
た
の
中
に
も
、
に
せ
教

師

か
現
わ
れ
る
よ
―
に
な
り
ま
す
。
■

ら
Ｌ

減
び
を
も
た
ら
す
共
端
を
ひ
そ

か
１１
持
ち
込
み
―
自
分
た
ち
，
買
い
取

，
て
く
だ
さ

●
た
■
を
占
定
す
る
よ
う

な
■
と
さ
え
し
て
、　
自
分
た
●
の
レ
‐１

す

‐み
や
か
な
減
び
を
招

い
て
い
ま
す
‐

そ
」
″、

多
く
の
者
が
彼
ら
う
好
色
に

な
ら
い
、
そ
の
た
め
に
真
理
の
上
が
そ

し
り
を
受
け
る
の
で
す
．
ま
た
彼
ｒ，
は
．

資
欲
な
の
で
、
作
り
事
の
■
ヒ
ぼ
を
も

っ
て
ら
な
た
か
た
を
食

い
物
に
―
・■
す

彼
ら
に
対
す
る
さ
ば
卜
は
、
一日
か
ら
な

り
な
く
行
な
わ
れ
て
お
り
、
彼
ら
か
減

は
さ
れ
な

い
ま
ま
で
い
る
■
ヒ
ーー
お
り

１
せ
ス
．
」
ペ
テ
ロ
第
二
、
二
十

一
―

―
●
一
却

‐１１
文
鮮
明
の
本

‥名
は
、
文
龍
明
．　
一
九

・　
り
年
陰
囁

一
月
六
Ｈ
北
朝
鮮
生
ま
れ
．

一
九
円

一
年
波
日
、
早
稲
田
大
学
附
属

高
等
学
校

一
ェ
業
一　
一
九
円
二
年
に
月

ヽ

沖
縄
信
徒
聖
書
学
校

理
事
長

折

田

政

博

キ

■

●
Ｉ
■
●

〓
■
中

退

―

も

二

わ
わ

Ｆ

い
・る

い
、
た
鮮
明
”
＝
奸
十
七
■
ｒ
．
　

九

山
た
午
在
ｔ

‐
―
‐
ｔ
＝
婿
、
良
ち
，
■
■

生
　
　
ｔ
ｌｌ
し
年
姉
人
‐―――
題
■
離
婿
．

彼
の
女
性
関
係
―‐１
●
＝
　
４
に
小
神
．

＝
外
前
”

一
りｔ，
――‐
―‐
■
ヽ
ア
ウ
・
●
■

人
■
／１‥
学
中
う
■
明
“
ｔ
関
憚
１
１

喜
■
が
■
■
れ
た
Ｉ

　

ｔ

‘‐
九
年
倒

■
事
故
〓
Ｉ
Ｌ
．

一
――．ム
ー
年
韓
“
了

一当
時
十
七
オ
、
高
■

．
年
　
と
Ｌ
婿

誉
進
は
―
一め
―
四
名
＾
■
社
，
　

１１．六

■
年
ｌｔｉ
ｌｉ
ｔ
順
柱
Ｌ
関
係
‐
Ｌ

男
性
サ

ニ
エ
ル
が
生
ま
れ
て
い
る

‐１‐―，
、
え
鮮
――Ｉ
Ｌ
統
　
協
ヽ
■

彼
ｔｉ
小
学
校
在
学
中
に
在

高
絲
め
朝

折
り
の
最
中
．
メ
シ
ャ
ヵ
，
轟
た
∴
け

る
啓
示
を
受
け
た
と
去
う
か
．
彼

ヶ
ク

リ
ス
キ
ー

ン
に
な
■
た
Ｉ
ｔ
〓
え
“
語

さ
れ
て
い
な

い
．
彼
は
当
時
異
端
と
さ

れ
て
い
た
，
血
分
け
宗
教
″
の
ヶ
龍
道

■
風
■
の
影
♯
を
■
け
て
い
る
．
丈
、

金
白
文
の

一
中
仲
学
‐

「
キ
リ
ス
ー、
教

根
小
Ｌ
岬
　
４
．多
く
引
―ｌｌ
ｌ
■
、

統

・

協
会
¨
教
ＩＩＩＩ
●
ふ
ん

「原
理
講
論
」
を

“‐―
一́　ザ
ヽ
い
′う
．

一
サー
ム
●

年
え
鮮
明
の
結
婚
式

一再

婚

一
よ
り
合
同
結
婚
式
か
始
め
ら
れ
た

た
し
一
午
家
族
，
１

に
ア
メ
リ
カ
に

移
仁
―
〓
　
水
Ｆ
性
彙
得
．　
一
九
八
四
年

脱
仲
容
疑
ｒ
ｌ

年
六
「
月
の
■
刑
判
決

■
せ
け
服
″
―
た
．

‐‐１‐１

■
年
明
の
神
学

，原
理
講
論

一

ア
タ
ム
ヒ
エ
バ

・ｒ‐〕
杵
一治

一原
罪
一
を

＝

‐‘―‘ｌ
有
罪
と
―
　
ム
‐‐
同
結
婚
■
も

っ
て

は
罪
ん
解
決
を
説

い
た
，　
キ
リ
ス
ー
は

十
字
架
で
失
敗
し
、
再
臨
の
メ
シ
ア
文

鮮
明
が
世
界
統

一
の
た
め
に

「御
父
母

様
」
と
し
て
、
世
界
に
主
と
し
て
君
臨

沖
縄
信
徒
聖
書
学
校

副
理
事
長
　
国
　
士
口
　
　
　
守

〓
ら
―
い
働
き
を
し
て
お
り
１
す
　
そ

の
中
に
は
献
身
―
て́
さ
ら
に
仲
ヤ
性
に

ＩＩ
■
，
■
イー
、
牧
一製

■
た
――
牧
師
夫

ム
と
し
て
ヽ
仕
し
て
お
ら
れ
る
方
々
ち

多
く
■

り
、
信
徒
や
書
学
校
の
果
―
〓

い
ろ
役
割
―，
大
き

い
た
思

い
■
■
，

」
か
し
、
十
■
■
の
中

に
は
牧
師
、

伝
道
者
，
二
■

て
フ
■
タ
イ
ム
●
働
く

，
ｔ
け
て
き
な

い
が
、
職
を
持
ち
な
が

ら
Ｌ
従
●
遠
者
―
し
て
働
き
た
い
と
い

，
咄

い
を
■

つ
ル
も
お
り
、
ま
た
、
Ｆ

年
後
注
偏
社
伝
ｔ
者
ヒ
し
て
フ
■
タ
ィ

ム
で
も
伝
道
．
牧
会
め
お
１
伝

い
な
し

た
い
ｌ
希
望
す
る
′ブ
ｔ
お
ら
れ
ま
す

．

■
れ
ｔ
の
一
―
ド
に
応
え
る
面
か
ら
ち

信
徒
伝
道
者
養
成

コ
ー
ス
の
開
設
か
望

ま
れ
て
お
り
ま
し
た
．

し
か
し
、
た
た
．
・
二
ｒ
いう
な

ニ
ー

ド
に
応
え
る
と

い
う
‥
と
に
１１，
ま
ら
す

日
本
の
リ
バ
ィ
（
ル
、
沖
組
の
リ
バ
イ

（
■
●
た
め
に
は
Ｉ
徒
伝
革
名
の
必
要

か
以
前

か
ら
語
ら
れ
て
卜
■
―
た
‘

時
淋
ち
ｒ
、
へた

そ
力
ｉ
ｌ
か
Ｌ
体
に

―
・１
う
と
し
■
い
ま
す
．
■
は
．
収
桂

け
多

い
か
＝
き
た
か
少
な

い
．
た
か

１１，

す
る
ビ
を
再
臨
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

復
帰
原
理
と
し
て
経
済
活
動
を
あ
げ

霊
感
商
法
を
も
っ
て
集
金
活
動
を
強
制

し
、
文
献
金
を
強
要
し
て
い
る
。

「洗

脳
」
に
よ
っ
て
マ
イ
ン
ド
、　
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
た
日
本
の
多
く
の
青
年
を
、
布

教
と
経
済
活
動
部
隊
と
し
て
運
動
を
展

開
し
た
。

「地
■
天
国
」
を
唱
い
あ
げ
、
日
本

の
政
治
経
済
界
の
名
士
、
大
学
教
授
を

用
い
て
、
魅
力
的
な
ク
ラ
ブ
的
サ
ー
ク

ル
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
ビ
デ
オ
セ
ン

タ
ー
を
主
要
都
市
に
設
置
し
、
映
像
に

よ
る
広
報
活
動
と
入
会
へ
の
窓
日
と
し

手
相
、
占
い
、
三
代
の
系
図
を
書
か
せ

て
、
デ
タ
ラ
メ
な
オ
ド
シ
を
も
っ
て
恐

怖
感
と
期
待
感
を
も
た
せ
、
入
会
に
よ

る
解
決
を
す
す
め
て
い
る
。

的
、
合
同
結
婚
。

一
九
九
二
年
八
月
二
十
五
ロ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
に
お
い
て
、
世
界

各
国
か
ら
や
っ
て
来
た
協
会
信
徒
二
〇

八
二
五
組
が
合
同
結
婚
を
あ
げ
た
。

こ
れ
に
は
大
き
く
七
つ
の
ス
テ
ッ
プ

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
七
つ
の
項
目
だ

け
を
あ
げ
る
と
、
０
結
婚
式
、
０
聖
柱

式
。
０
祝
福
式
。
四
蕩
減
棒
。
０
聖
別

式
。
国
家
庭
生
活
６
０
経
済
活
動
。

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
働
き
。

一
九
九
二
年
の
合
同
結
婚
弐
は
、
桜

田
淳
子
、
山
崎
浩
子
と
い
う
タ
レ
ン
ト

を
前
面
に
、　
マ
ス
コ
ミ
操
作
が
巧
み
に

収
機
の
■
に
働
卜
人
を
■

一
て
下
さ
る

よ
う
折
り
な
さ
い
、
よ
命
し
て
お
ら
れ

ま
す
．
沖
縄
信
徒
聖
書
学
技
理
事
会
は
劉
世

紀
の
宣
教
と
教
会
形
成
，
目
指
―
、
沖

組
に
リ
バ
イ
パ
ル
が
ｔ
ｉ
り
、

一
三
¨

万
県
民
を
十
字
架
の
救

い
に
４
く
た
め

に
少
な
く
Ｌ
も

一
千
の
地
域
集
会
の
誕

■
を
折
り
つ
つ
、
こ
こ
に
信
徒
伝
道
者

養
成

コ
ー
ス
を
開
設
す
る
■
と
を
決
議

―
■
し
た
，
従

っ
て
、
―
の
信
徒
伝
道

者
養
成

ロ
ー
ス
は
信
徒
伝
道
者
と
し
て

力
召
命
を
受
け
て
い
る
イー
‐
‥
徒
一
ヽ

し
か

，

‐１１
属
教
合

，７ぅ
牧
師
が
＝
■
す
る
者
―

い
う
■
と
に
な
り
ま
す
●　
■
の
コ
ー
ス

は
信
徒
聖
書
学
校
と
も
ま
た
神
学
校

コ

ー
ス
と
も
違
う
新
し
い
コ
ー
ス
で
あ
り

送
り
出
す
教
会
も
そ
の
献
身
者
の
た
め

に
祈
り
、　
一
年
後
に
は
教
会
の
信
徒
伝

道
者
と
し
て
凡
え
る
〓
と
を
期
待
し
つ

な
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
‐
桜
川
淳
Ｉ
は

姉
夫
婦
に
導
か
れ
て
協
会
員
に
な

，
た

よ
う
で
あ
る
一
Ｌ

姉
の
大
、
橋
本
■

一

氏
は
開
成
商
事
と
い
う
霊
感
蘭
法
を
や

「
て
い
た
■
■
の
社
長
で
あ
る
．
彼
ち

が
，
■
■
い
た
世
田
谷
区
駒
沢
の
―
‐
ｌｉ
＝

に
は
、
統

一
協
会
伝
達
局
長
桜
井
設
雄

氏
か
住
ん
で
い
る
．

教
義
の
乱
れ
―■
つ
い
て
は
．
■
に
■

べ
た
が
．
協
会
信
徒
に
と
っ
て
合
同
結

婚
式
は
，
唯

一
の
原
罪
精
算
の
，ノ，
法
‘
、

こ
の
結
婚
に
よ
Ｌ

で
出
来
た
子
は
、
無

原

■̈
と

ム
わ
れ
て
来
た
．
―
か́
し
、
成

長
―
ザケ
す
７

、

ど
う
狂
て
も
無
原
罪

に
見
え
な
い
．
そ
ｉ
で
人
間
は
あ
ま
り

に
罪
深
い
か
●
１

代
で
は
駄
Ｈ
で
、
ｔ

代
合
同
結
婚
式
■
続
け
る
と
無
原
罪
に

ハ
テ
わ
”
・説

い
て
い
ス
Ｌ

「
ア
ジ
ア
女
性
連
合
」
は
、
主
婦
に

よ
る
集
会
活
動
、
有
名
人
．
文
化
た
、

リ
ー
ル
エ

´
ｔ
■
な
ど
に
よ
る
チ

■
り

テ
ィ
活
動
―
―
留
学
生
援
助
―
―
と
銘

う

■
て
、
年
間
Ｉ
十
億
円
を
集
め
、
留

学
生
に
用

い
た
金
額
は
十
億
円
ほ
ど
で
、

あ
と
は
，
途
不
明
と
な

っ
て
い
る
．
沖

縄
に
於
て
も
‐

三
百
余
名
の
活
動
家
か

お
り
、
世
界
Ｈ
報
，

日
刊
一
は
、
一
■
日

部
か
協
会
員
、
他
が

一
般
に
よ
っ
て
講

計
さ
れ
て
い
る
．
　
一以
下
略
一

一
■
の
稿
は
■
る
九
月
　
¨
―――
．
邸

莉
バ
，
テ
ス
ト
教
会
で
の
講
演
要
旨
で

す
．
●
一
＝
め
■

――‥―――
者
は
三
百
名

一

信
徒
伝
道
者
養
成
コ
ー
ス
を

九
一議
年
度
開
設

一
収
穫
は
多

い
が
．
働
き
千
か
少
な

∵

だ
か
ら
．
収
機
の
上
に
　
収
性
の

た
め
に
働
き
■
を
こ

っ
て
く
だ
さ
ら
■

う
折
り
な
さ
い
．
」

一
マ
タ
イ
九

１
■

―」
１
■
八
一

つ
送
り
■
し

適
者
と
し
て

献
身
さ
れ
る

信
徒
伝

地
域
集
会
等

牧
師

の

個

人
の
奉

でコ

・
ｌ

・

質

の

働
き
が
で

、

ま

た

に
仕
え

ム
広
協
力
者
と
な

っ
て
、

こ
と
の
自
党
い

の

の
人
格
的
資

て
の
具
体
的

つ
に
な
る
こ
と
を
重

第
．
回
日
本
伝
■
会
議
か
Ｌ
十
六
＝

那
娘
で
行
わ
れ
（
れ
Ｌ

羽
島
明
眸
↑
＝

「
日
午
の
ク
ーー
ィ
ナ

■
■
人
日
＝
四
¨

年

‐１１‐
も

一
％
、
■
■
年
前
ヽ

一
％
．
そ

し
て
今
日
も

一
ち
ｒ
あ
る
．
一
ｌ
■
■

を
語
ら
れ
　
　
日
ち
早
く
日
本
に
り

（

イ
バ
■
が
こ
ろ

・
―
う
強
く
討

〓
メ‐，
れ
■

●
た
．
確
か
〓
ク
リ
４
チ

ャ
´
人
日
は

本
だ
に
　
％
に
遇
●
ま
せ
４

Ｌ
か
し
、
実
際
に
は
福
計
的
教
会
か

人
さ
く
成
長
ｔ
て́
他
の
教
会
”
減
少
●

補
〓

て
い
る
と
い
う
状
態
で
す
，　
■
■

か
ら
、
福
古
的
教
会
の
さ
ら
な
る
成
長

と
他
の
教
会

の
霊
的
党
醒
在
日
指
す

■

と
が
日
本
の
リ
バ
イ
パ
ル
ヘ
の
近
た
と

口
′じ、
い
ま
■
●

沖
縄
イ
‐
―
徒
聖
書
学
校
―■
今
日
■
ｒ
ｌ

百
名
ら
か
く
の
卒
某
■
を
二
り
出
し
、

一
人
ケ
ー
リ
は
高
れ
，
■
そ
れ
ぞ
れ
す


